
「都市の概況と人の移動実態」
および「想定される課題」

平 成 2 ４ 年 ８ 月 ７ 日

神戸市都市計画総局

第１回 神戸市総合交通計画検討委員会

資料－４
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都市の概況
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神戸市の地形的特長

３３３３

面積約553km2であり、六甲

山系により北と南に大きく二
分されている。



4※四角内は主な鉄道駅から三宮駅
までの一般的な所用時間と運賃

押部谷～三宮
37分
660円

西神中央～三宮
29分
390円

垂水～三宮
16分
290円

谷上～三宮
10分
520円

岡場～三宮
25分
900円

鈴蘭台～三宮
22分
490円

土地利用

三宮三宮

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

名谷名谷

和田岬和田岬

住吉住吉

新神戸新神戸

谷上谷上

須磨須磨

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

・臨海部から内陸にかけて広く市街地
が広がる。
・西北神では鉄道沿線にニュータウン
や、産業・工業団地が形成され、周辺
は広く田園地域となっている。
・六甲山南側臨海部は主に産業・工業
地帯と海を埋め立てた海上都市が存
在する。

４４４４
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交通ネットワーク図

臨海部の市街地を東西に走る鉄道
と西北神地域へ放射状の伸びる鉄
道網とそれを補うバス路線により
市街地を概ね網羅している。

５５５５

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

明石明石

和田岬和田岬

谷上谷上

須磨須磨 神戸空港神戸空港
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現況人口と将来予測

※H22国勢調査結果（速報値）より

人口ピラミッド（2025年）

-70,000 -35,000 0 35,000 70,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

男　　　　　　　　女

人口ピラミッド（2040年）

-70,000 -35,000 0 35,000 70,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

男　　　　　　　　女

※兵庫県推計値

人口：1,544,200人
65歳以上：354,218人
（高齢化率23％）

人口： 1,504,450人
65歳以上：468,558人
（高齢化率31％）

人口：1,356,277人
65歳以上：513,077人
（高齢化率38％）

６６６６



7

神戸市における
人の移動実態
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人の移動実態を見る上での用語説明
トリップ

例例
この場合、目的は出勤、業務×２、
自由、帰宅を合わせて、１日のうち
に５トリップしたと数えます。

この場合、目的は出勤、業務×２、
自由、帰宅を合わせて、１日のうち
に５トリップしたと数えます。

代表交通手段

■移動の際に利用する交通手段には、鉄道、バス、自動車、二輪車（自動二輪・原付、自転
車）、徒歩、その他（飛行機、船舶など）があり、1つのトリップの中でいくつかの交通手段

を利用している場合、そのトリップの中で利用した主な交通手段を代表交通手段とする。
■下の例では、代表交通手段は【鉄道】となる。

例例

■人がある目的をもってある地点からある地点まで移動することを総称して「トリップ」と呼ぶ。
■１回の移動でいくつかの交通手段を乗り換えた場合も１つのトリップとして数える。
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※10年毎に近畿圏において無作為抽出によるアンケートにより、とある1日の行動を詳細に聞き取る調
査を実施しており、近年では平成22年度に実施している。

発生集中量

■ある地域から出発したトリップのトリップエンド数と、ある地域に到着したトリップのトリップ
エンド数の合計を、その地域の発生集中量（単位：トリップエンド）と呼ぶ。

生成量・発生量・集中量・発生集中
量の考え方

生成量・発生量・集中量・発生集中
量の考え方

生成量
■ある地域に居住する人が行うすべてのトリップをその地域の生成量（単位:トリップ）と呼ぶ。

人の移動実態を見る上での用語説明
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人の移動量に関する経年変化

6,952

7,262

7,156

6,996

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

平成22年

平成12年

平成2年

昭和55年

（千トリップエンド/日）

トリップ数

人の移動量に関する経年変化

41,610

43,330

43,540

41,110

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000

平成22年

平成12年

平成2年

昭和55年

（千トリップエンド/日）

トリップ数

人の移動量に関する経年変化

平成12～22年の間に神戸市に係わる総トリップ数が減少に転じ

ており、近畿圏でも同様の傾向である。

平成12～22年の間に神戸市に係わる総トリップ数が減少に転じ

ており、近畿圏でも同様の傾向である。

※平成22年度近畿圏
パーソントリップ調査
（速報値）より神戸市が
独自集計

4.3ポイント減少

※集計結果の速報値

4ポイント減少

神戸市域神戸市域

近畿圏近畿圏
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交通手段の利用状況に関する経年変化

・徒歩の分担率は経年的に減少している
・自転車の分担率は経年的に増加している
・平成12～22年の間で鉄道の分担率が増加し、自動車の分担率が減少している

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計
※手段不明は除く

交通手段の利用状況に係わる経年変化

27%

24%

25%

23%

5%

5%

5%

7%

28%

29%

24%

17%

8%

7%

6%

5%

3%

4%

4%

2%

29%

31%

36%

45%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年

平成12年

平成2年

昭和55年

鉄道

バス

自動車

自転車

原付・
自動二輪

徒歩

その他

神戸市域神戸市域
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近畿圏の交通特性の比較

27%

18%

38%

21%

4%

17%

13%

19%

12%

10%

5%

2%

2%

6%

2%

2%

2%

2%

2%

1%

28%

32%

13%

24%

62%

49%

45%

29%

51%

59%

8%

22%

23%

21%

12%

10%

17%

22%

12%

12%

3%

3%

2%

6%

7%

3%

3%

5%

4%

2%

29%

23%

23%

22%

13%

19%

20%

23%

19%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

神戸市

堺市

大阪市

京都市

和歌山県

奈良県

兵庫県下

大阪府下

京都府下

滋賀県

鉄道

バス

自動車

自転車

原付・
自動二輪

徒歩

・公共交通（鉄道・バスの合計）の
分担率は大阪市に次いで高い。

・自転車については8％と低く、坂

が多いという地形が利用に影響
していると考えられる。

・徒歩の分担率は29％と、他都市

と比較して最も高くなっている。

※H22パーソントリップデータより（不明除く）

近畿圏における
交通特性の比較

交通手段の利用状況に関する他都市比較

近畿圏近畿圏

１２１２１２１２
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バス

自動車

自転車

自動二輪・原付

徒歩

・20～49歳の年代でH12とH22の

自動車の分担率を比較すると減
少している。

・また、それ以上の年代では高く
なっている。

・徒歩の分担率については、全年
代で減少している

年齢別に見る交通手段の利用状況

※代表交通手段

⇒若年層で自動車の利用が
減少し、高齢者の自動車
依存の傾向が類推される。

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報
値）より神戸市が独自集計（不明除く）

神戸
市域

神戸
市域

１３１３１３１３
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・登校および業務の割合について経年的に減少している
・平成12～22年の間で出勤目的及び自由目的の割合が微増している

移動に関する目的割合の経年変化

移動に関する目的割合の経年変化

14.7%

14.3%

14.5%

13.1%

6.5%

6.9%

8.8%

8.9%

29.2%

28.5%

23.8%

23.6%

8.4%

10.9%

13.2%

13.5%

41.2%

39.3%

39.6%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成22年

平成12年

平成2年

昭和55年

出勤

登校

自由

業務

帰宅

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計
※目的不明は除く

神戸市域神戸市域



15

・65歳以上の高齢者の生成原
単位が増加傾向、20～40歳

代の生成原単位が減少傾向
にある。

年齢別生成原単位の経年変化（近畿圏）

※生成原単位とは、人の平均的な1日あたり
のトリップ数である（総トリップ数÷調査範囲
の総人口）

・平成22年のグラフは平成12
年のグラフを、10年分スライド

させたような傾向が見られる。
（赤矢印参考）

参考文献：土井勉，白水靖郎，南部浩之，松島敏和：パーソントリップ調査から見
た交通行動の変化と交通計画の課題～近畿圏PT調査を題材として～
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人の移動実態に関するまとめ

◎比較的若い世代の自動車利用が減少し、高齢者が自動車を利用する傾向
があり、経年的にみると全体で自動車の分担率は頭打ちとなっている

◎総トリップ数は神戸市だけでなく近畿圏でもほぼ同じ割合で減少している。
また、神戸市の交通手段分担率にそれほど偏った変化が無いことから、そ
れぞれの交通手段毎に利用量が減少しているであろうことが伺える

◎近畿圏において、神戸市は比較的公共交通と徒歩の分担率が高く、自動車
の分担率は低い。自転車の分担率も低いが、神戸市に着目して経年変化を
見ると、自転車の分担率は増加傾向が見られる

◎徒歩の分担率は経年的が続いている

◎移動の目的割合を見ると、業務や登校といった義務的移動が減少し、自由
目的の割合が増加している。

◎生成原単位を見ると、比較的若い世代で減少し、高齢層で増加しており、
退職した高齢者の自由目的移動が増えている状況が伺える
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地域区分毎の
想定される課題
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交通手段の適用範囲の概念

※建設省（現国土交通省）資料をもとに作成

望まれる交通手段の適用範囲現状

●移動距離と利用者数の関係と、望まれる交通手段の関係を表現している
●左図は現状のイメージを表現したもので、短距離でも長距離でも自動車

が多く使われている。

●移動距離と利用者数の関係と、望まれる交通手段の関係を表現している
●左図は現状のイメージを表現したもので、短距離でも長距離でも自動車

が多く使われている。
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地域の区分
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①広域交通
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新神
戸駅

関西国際空港

神戸空港

新幹線

長距離バス

海から来訪する客船など

●周辺都市より広い範囲から訪れる際に利用されるような交通手段を対象とする●周辺都市より広い範囲から訪れる際に利用されるような交通手段を対象とする

①広域交通

広域交通の範囲

三宮駅

所用時間：10分程度
（地下鉄乗車時間2分）

所用時間：20分程度
（軌道乗車時間17分）

所用時間：40分程度
（乗船時間31分）

航空機が来航する神戸空
港や、関西国際空港への
アクセス

空港リムジンバス
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①広域交通
新幹線の乗車人員

●近畿圏で同じ政令指定都市である大阪市、京都市の新大阪駅、京都駅と比較し
て新神戸駅での新幹線乗車人員は少ない。

●近畿圏で同じ政令指定都市である大阪市、京都市の新大阪駅、京都駅と比較し
て新神戸駅での新幹線乗車人員は少ない。

新幹線の一日平均乗車人員

8

63

32

83

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

新神戸駅 新大阪駅 京都駅 東京駅

千人/日

乗車人員（千人/日）

※JR東海ホームページデータおよび神戸市統計書より作成
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新幹線（新神戸駅）の利用者数の経年変化

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H12 H14 H16 H18 H20 H22

年度

乗
車

人
員

（
千

人
）

新神戸駅
利用者数

新幹線（新神戸駅）の利用状況

●新幹線の停車駅として新神戸駅があるが、新神戸の乗車人員を見ると、近年、
増加傾向である。

●新幹線の停車駅として新神戸駅があるが、新神戸の乗車人員を見ると、近年、
増加傾向である。

①広域交通

※神戸市統計書より作成
※平成21年度は新型インフルエンザが発生
※平成18年からはのぞみが全ダイヤで停車するようになった

のぞみ全ダイヤ停車
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①広域交通
新神戸駅周辺の交通網

●新幹線の新神戸駅には地下鉄の駅が隣接している。
●駅前ロータリーには路線バスや、都心を循環するシティーループバスが乗り入れ

るとともに、タクシーも多数待機している。

●新幹線の新神戸駅には地下鉄の駅が隣接している。
●駅前ロータリーには路線バスや、都心を循環するシティーループバスが乗り入れ

るとともに、タクシーも多数待機している。

新神戸駅前ロータリーの状況

©©GoogleGoogle
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関西３空港の利用状況

●神戸空港の利用は近年横ばいの状況であるが、大阪国際空港および関西国際空
港ともに国内線の利用は減少しており、３空港の合計では減少している。

●神戸空港の利用は近年横ばいの状況であるが、大阪国際空港および関西国際空
港ともに国内線の利用は減少しており、３空港の合計では減少している。

①広域交通

※大阪国際空国およびその周辺地域活性化協議会資料より作成

神戸空港の運用状況

【運用時間】
7時～22時までに限られる

【発着枠】
1日60回が上限

【国際便の現状】
（１）自家用機（ビジネスジェット）およ

びオウンユースチャーターのみ
運行可能

（２）受入時間：
出国 8：30～17：00
入国 8：30～17：00（平日のみ）

関西３空港の旅客数の年次変化
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発 着

四国方面 148 146

淡路方面 111 113

中国方面 32 32

京都方面 14 14

関東方面 12 12

愛知方面 6 6

九州方面 6 6

運行本数
運行方面

高速乗り合いバス（定期便）の運行状況

●三宮駅前にある主要ターミナルから各方面への高速乗り合いバスの運行状況を
見ると、四国方面や淡路方面への運行が特に多くなっている。

●三宮駅南側の東西道路である中央幹線において、空港行リムジンバス等の駐
車需要が集中しており、乗降環境の向上が求められる。

●三宮駅前にある主要ターミナルから各方面への高速乗り合いバスの運行状況を
見ると、四国方面や淡路方面への運行が特に多くなっている。

●三宮駅南側の東西道路である中央幹線において、空港行リムジンバス等の駐
車需要が集中しており、乗降環境の向上が求められる。

※2012年4月時点

①広域交通

【三宮バスターミナルにおける四国・淡路
方面へのバスの運行本数の変化】

平成18年11月 平成24年4月
四国方面 27往復 → 55往復
淡路方面 73往復 → 118往復

※三宮ターミナル開業時の平成18年から

近年にかけて増加しており、需要の高さ
を伺わせる



27

広域交通における課題のまとめ

①広域交通

◎乗換え案内情報を充実させるなど、乗換え利便性の向上

◎神戸空港のさらなる活用を図るための空港の運用に係わる
規制の緩和

◎需要が見込まれる高速乗合いバスの乗降環境（乗降場所の
分かりやすさ、安全性、待ちやすさ）の向上

◎新神戸駅における、利便性の向上に向けた交通結節機能
の向上や利用促進

◎都心・ウォーターフロントにおける施策との連携
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②市域内および周辺都市に
またがる交通
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都心部
（兵庫、中央）

西部
（垂水、須磨

長田）

東部
（灘、東灘）

西神
（西）

北神
（北）

東播臨海
（明石市、
加古川市、

高砂市、姫路市、
稲美町、播磨町）

阪神内陸
（伊丹市、川西市、篠山市、

三田市、宝塚市）

阪神臨海
（芦屋市、尼崎市、

西宮市）

大阪市

東播内陸
（小野市、加東市、西脇市、三木市）

神戸市域

②市域内および周辺都市にまたがる交通

●市域を大きく5分割した地域間の移動や周辺都市と神戸市域の移動を対象とする●市域を大きく5分割した地域間の移動や周辺都市と神戸市域の移動を対象とする

人口（千人）：222→214
高齢化率：18％→25％

人口（千人）：717→736
高齢化率：15％→22％

人口（千人）：1256→1252
高齢化率：15％→21％ 人口（千人）：3,587→3,695

高齢化率：17％→22％

人口（千人）：236→249
高齢化率：12％→18％

人口（千人）：225→227
高齢化率：15％→23％

人口（千人）：506→490
高齢化率：18％→26％

人口（千人）：215→235
高齢化率：22％→25％

人口（千人）：312→344
高齢化率：17％→21％

平成12,22年の国勢調査結果を基に作成
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市域内で移動が多いのは
・臨海部の東西
・西北神から都心部

※西神～西部の移動及び北神地域に
係わる移動では自動車の分担率が高
い傾向がある

市域内で移動が多いのは
・臨海部の東西
・西北神から都心部

※西神～西部の移動及び北神地域に
係わる移動では自動車の分担率が高
い傾向がある

②市域内および周辺都市にまたがる交通

３０３０３０３０
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鉄道乗車人員の経年変化（各路線毎の駅別乗車人数の合計）
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（千人/年）
山陽電鉄（西代駅
～西舞子駅）

神鉄有馬線（湊川
駅～有馬口駅）

神鉄三田線（五社
駅～神鉄道場駅）

神鉄粟生線（鈴蘭
台西口駅～押部
谷駅）

北神急行（新神戸
駅～谷上駅）

地下鉄海岸線（三
宮・花時計前駅～
新長田駅）

▲0.15

▲0.20

▲0.27

●郊外を運行している神戸電鉄有馬線および粟生線で利用数が大きく減少している
●神戸電鉄粟生線については利用数が少ない中で減少率が大きい

●郊外を運行している神戸電鉄有馬線および粟生線で利用数が大きく減少している
●神戸電鉄粟生線については利用数が少ない中で減少率が大きい

※神戸市海岸線は平成13年開業
※市域内の一部路線のみ表示
※H21に新型インフルエンザが発生

※神戸市統計書より作成

②市域内および周辺都市にまたがる交通

H21/H13

利用者の比較的少ない鉄道乗車人員の変化
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②市域内および周辺都市にまたがる交通

主要な幹線道路のおける自動車交通量の変化

●平成17年～22年の間の平日
12時間自動車交通量を見ると
東西方向で1,000～2,000台程
度（約1割程度）減少している道

路が多い。

●平成17年～22年の間の平日
12時間自動車交通量を見ると
東西方向で1,000～2,000台程
度（約1割程度）減少している道

路が多い。

※H22,17道路交通センサス

データより作成

増加

減少

３２３２３２３２
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◎都心と西北神を結ぶ鉄道路線の利用は、横ばいから減少傾
向となっている。神戸市や周辺都市において高齢化率が10
年間で5～8％上昇しており、今後さらに少子超高齢化が進

行することが予想され、鉄道利用がさらなる減少することが
懸念される

市域内および周辺都市にまたがる交通における課題のまとめ

②市域内および周辺都市にまたがる交通

◎北神と主に六甲山南側の市街地との移動において、バスの
分担率が比較的高く、鉄道との競合が予想される

◎東播内陸と神戸市域との移動では、自動車の分担率が高く、
鉄道が有効に活用されていない状況が伺われる
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③地域内交通

③-1都心・ウォーターフロント

③-2ニュータウン

③-3山麓部

③-4田園地域

③-5既成市街地

③-6観光地
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③-1都心・ウォーターフロント
都心・ウォーターフロントの位置

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

名谷名谷

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

須磨須磨

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

３５３５３５３５
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・商業・業務の中心地であり、鉄道や
バスなど多くの公共交通機関が乗り
入れている。

都心・ウォーターフロントの状況

中心市街地の状況 ウォーターフロントの状況

©©GoogleGoogle
©©GoogleGoogle

③-1都心・ウォーターフロント

三宮駅三宮駅

元町駅元町駅

神戸駅神戸駅

世界に誇れる「港都 神戸」
を創生する先導エリア

神戸づくりの指針、神戸市都市計画マスタープラン等での位置づけ

○○○○ 都心都心都心都心・・・・ウォーターフロントウォーターフロントウォーターフロントウォーターフロントのののの特徴特徴特徴特徴

・旧居留地や中華街があり、海に面し
て広がるウォーターフロントエリア
は、商業施設が広がるエリアと、倉
庫などが立地する工業系用途が存在
している。

・近年、都心部ではマンション開発な
どにより、人口が増加する傾向があ
る。
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③-1都心・ウォーターフロント
都心・ウォーターフロントの交通に関わる構想・計画

「港都神戸」グランドデザイン ～ 概ね20年～30年後の「めざす姿」を描いた長期的な将来構想 ～

（新港突堤西地区の将来イメージ） （波止場町１番地の将来イメージ）い
ず
れ
も
大
き
な
目
的
は
、

市
民
や
来
訪
者
に
選
ば
れ
続
け
る

魅
力
的
な
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
。

神戸市総合交通計画（都心・ウォーターフロント）

都心・ウォーターフロントの交通環境を自動車中心から、

「ひと」を中心とした交通環境に
創り換えていくことをめざす。

（将来の道路空間のイメージ）

平成23年度 全市に先立ち、

地元・交通事業者・行政により構成する
「「「「都心都心都心都心・・・・ウォーターフロントウォーターフロントウォーターフロントウォーターフロント総合交通委員会総合交通委員会総合交通委員会総合交通委員会」」」」により
総合的な交通施策を議論し、計画計画計画計画のとりまとめをのとりまとめをのとりまとめをのとりまとめを実施実施実施実施

今年度今年度今年度今年度、、、、全市全市全市全市のののの「「「「総合交通計画総合交通計画総合交通計画総合交通計画」」」」にににに反映反映反映反映 ３７３７３７３７
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③-1都心・ウォーターフロント

① 自動車交通に関する課題

② 歩行環境に関する課題

③ 公共交通などの交通手段に関する課題

・都心に流入する自動車交通の約7割を通過交通が占めている。
（約10万台/日の内、約７万台/日が通過）

・小規模な駐車場が散在しており、都心内にうろつき自動車交通が多く発生。

・来街者の回遊は三宮駅など、駅の周辺500m程度の狭い範囲に留まっている。

・南北の歩行者動線が弱く、特に国道2号により、都心とウォーターフロントが
分断されている。

・主要な動線でも歩道が狭い路線があり、歩行者がひしめきあっている。

・各地域（例：旧居留地・南京町・元町商店街など）の一体性、連続性が弱く、
まち全体の面的な回遊が生じにくい。

・都心・ウォーターフロントの回遊に気軽に利用できるような公共交通が無い。

・ウォーターフロント東西や、高低差の大きい南北方向の回遊をしやすくする
公共交通が無い。

＜現状の主な課題＞

３８３８３８３８
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③公共交通など多様な

交通手段の確保

③-1都心・ウォーターフロント

＜＜＜＜３３３３つのつのつのつの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針＞＞＞＞

①自動車交通のマネジメント

②歩行環境の向上

個々の施策の効果が相乗的に発揮されるよう、柱柱柱柱となるとなるとなるとなる３３３３つのつのつのつの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針に基
づき、総合的総合的総合的総合的かつかつかつかつ戦略的戦略的戦略的戦略的なななな施策展開施策展開施策展開施策展開をはかる。

３９３９３９３９
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③-2ニュータウン

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

４０４０４０４０
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③-2ニュータウン

●郊外のニュータウンは概
ね鉄道駅沿線に位置し、
駅周辺に人口密度が高い
箇所が点在している

●郊外のニュータウンは概
ね鉄道駅沿線に位置し、
駅周辺に人口密度が高い
箇所が点在している

人口密度

ニュータウンの位置

※平成24年3月末の状況
４１４１４１４１
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③-2ニュータウン

●開発年次が古い団地では、
高齢化率が30％を越える

箇所が多い

●開発年次が古い団地では、
高齢化率が30％を越える

箇所が多い

※人口5000人／km2以下の
地域を除いて表示している

高齢化率

ニュータウンの位置

特に高齢化率の高い
ニュータウンの位置

※平成24年3月末の状況 ４２４２４２４２
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③-2ニュータウン
平成17年と24年の人口増減

●多くの地域では人口が減少
しているが、新たな開発地な
ど局所的に増加している

●多くの地域では人口が減少
しているが、新たな開発地な
ど局所的に増加している

※平成24年3月末の状況

ニュータウンの位置

特に高齢化率の高い
ニュータウンの位置

※平成17年と24年の差
（プラスは増加を表す）

４３４３４３４３
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③-2ニュータウン

●高齢化率が高いニュータ
ウンほど、高齢化が進行
している傾向がある

●高齢化率が高いニュータ
ウンほど、高齢化が進行
している傾向がある

平成24年と17年の高齢化率の比較

※平成24年と17年の高齢化率
の差（茶色が濃いほど高齢化率
が下がっており、青が濃いほど
高利化率は上昇している）

ニュータウンの位置

特に高齢化率の高い
ニュータウンの位置

４４４４４４４４
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西神中央駅西神中央駅

西神南駅西神南駅

西神ニュータウン
・開発から約30年が経過
・人口約50,000人、高齢化率
約18％

・駅前に大規模なバスロータ
リーやシンボル的な商業施
設があり、その近隣にはマン
ションなどの集合住宅が立
地し、さらにその周辺には低
層住宅街が広がっている

・道路基盤も整っており、駅を
中心として住宅団地内を循
環するバスが運行している。

鉄道駅を中心に計画的に開発されたニュータウン例

駅前のロータリーと商業施設

©©GoogleGoogle©©GoogleGoogle

③-2ニュータウン

住宅地の状況
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大池駅大池駅

近隣センター 神鉄六甲駅神鉄六甲駅

幹線道路沿いの大型ショッピングセンター

大池団地

鉄道駅周辺で開発されたニュータウン例

近隣センターの状況

©©GoogleGoogle

③-2ニュータウン

・開発から約48年が経過
・人口約7,000人、高齢化率約
34％

・近隣センターは衰退している
・駅周辺に小規模なスーパーが立
地するとともに幹線道路沿いに
大型ショッピングセンターが立地
する

・六甲山系の北側斜面を切り開い
た勾配が急な地形で、団地内は
道路が狭く、駅周辺はロータリー
も整備されていない
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玉津・伊川谷周辺
・開発から10～20年程度経過
・人口約75,000人、高齢化率は
16％程度

・組合区画整理事業により、幹
線道路沿いで、農地を面的に
開発した団地が複数ある

・全体的に平坦な地形である
・幹線道路沿いに商業施設など
生活利便施設が立地

・路線バスが多く運行されてお
り、団地内も運行している

鉄道駅から離れて開発されたニュータウン例

幹線道路沿いの商業施設

©©GoogleGoogle©©GoogleGoogle

③-2ニュータウン

農地から宅地へと開発された住宅地
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ニュータウン毎の年齢階層別人口（人）

0
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0～4歳 15～19歳 30～34歳 45～49歳 60～64歳 75～79歳

西神ニュータウン

大池団地

玉津・伊川谷周辺

年齢構成

③-2ニュータウン

●西神ニュータウンは60～64歳

の団塊の世代が、今後、数年
のうちに65歳以上を迎えること

となる。

●大池団地は、人口の山が65

歳以上に至っており、既に高
齢化が進んでいる状況

●玉津・伊川谷周辺は、開発か
ら経過年数が低いこともあり
35～39歳の年齢層の人口が

最も多くなっている。

●継続的な人の入れ替わりによ
り、世代間のバランスのとれた
年齢構成の確保が望まれる

●西神ニュータウンは60～64歳

の団塊の世代が、今後、数年
のうちに65歳以上を迎えること

となる。

●大池団地は、人口の山が65

歳以上に至っており、既に高
齢化が進んでいる状況

●玉津・伊川谷周辺は、開発か
ら経過年数が低いこともあり
35～39歳の年齢層の人口が

最も多くなっている。

●継続的な人の入れ替わりによ
り、世代間のバランスのとれた
年齢構成の確保が望まれる

H24.3末時点

65歳以上

高齢化率（H24）
【西神ニュータウン】

18％

【大池団地】
34％

【玉津・伊川谷周辺】
16％

（人）

４８４８４８４８
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ニュータウンの交通手段分担率

11%

27%

22%

27%

3%

2%

5%

5%

48%

39%

29%

27%

5%

2%

3%

12%

11%

8%

21%

32%

31%

29%

0%

0%

0%

0%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

玉津・伊川谷周辺

大池団地

西神ニュータウン

神戸市全体

鉄道

バス

自動車

二輪

自転車

徒歩

その他

③-2ニュータウン

●鉄道駅を中心とした開発がなされた西神ニュータウンでは、自動車の分担率が低
いが、その他の団地では高くなっている。

●大池団地はバスが運行しておらず、バスの分担率が低いが、鉄道の分担率は高
い

●玉津・伊川谷周辺は、自動車の分担率が特に高い反面、徒歩の分担率が低い。
また、自転車の分担率が高い

●鉄道駅を中心とした開発がなされた西神ニュータウンでは、自動車の分担率が低
いが、その他の団地では高くなっている。

●大池団地はバスが運行しておらず、バスの分担率が低いが、鉄道の分担率は高
い

●玉津・伊川谷周辺は、自動車の分担率が特に高い反面、徒歩の分担率が低い。
また、自転車の分担率が高い

ニュータウン毎の交通手段の利用状況

平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）
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ニュータウンにおける自動車の利用目的割合

16%

19%

11%

13%

1%

1%

0%

1%

31%

25%

40%

34%

12%

13%

6%

14%

41%

43%

42%

39%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

玉津・伊川谷周辺

大池団地

西神ニュータウン

神戸市全体
出勤

登校

自由

業務

帰宅

③-2ニュータウン

●帰宅を除けば全てのニュータウンにおいて自由目的での自動車利用が最も多く
なっており、買物・通院・社交など日常生活行動での利用が多いと考えられる

●玉津・伊川谷周辺や大池団地では、出勤目的での自動車分担率も高くなってい
る

●帰宅を除けば全てのニュータウンにおいて自由目的での自動車利用が最も多く
なっており、買物・通院・社交など日常生活行動での利用が多いと考えられる

●玉津・伊川谷周辺や大池団地では、出勤目的での自動車分担率も高くなってい
る

ニュータウン毎の自動車の利用目的

平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）



51

◎少子超高齢化が進行すると、通勤・通学などでの人の移動が減少するとともに、バ
ス利用も減少し、その維持が難しくなることが懸念される

③-2ニュータウン

ニュータウンにおける課題のまとめ

◎鉄道駅中心に計画的に開発されたニュータウンでは、公共交通や徒歩を中心とした
日常生活の行動が見られ、段差の解消など、歩行者や自転車がより通行しやすい
道路環境が求められる

◎近隣の生活利便施設などの利用が減少し、店が撤退するなどの状況により、日常で
の買物などに不便する人が増加することが懸念される

◎鉄道駅周辺で開発されたニュータウンでは、駅に繋がるアクセス道路が狭く、バスが
運行できないところも見られる。また、駅周辺に生活利便施設が少なく、日常生活の
行動を自動車に頼らざるを得ない地域もある

◎鉄道駅から離れたニュータウンでは、日常生活における自動車へ依存する傾向があ
り、運転できない高齢者などは移動が困難な状況になることが予測される

〔全般〕

〔個別ニュータウン〕
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③-3山麓部
山麓部の位置

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

５２５２５２５２
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階段の状況

・人口約120,000人、高齢化率
は約27％

・六甲山系の南側斜面に形成さ
れており、勾配が急な地形

・地形的要因もあり細街路が多
く、長い階段が整備されている
ところもある

・住宅系の土地利用が大半で
あり、商業施設や病院など生
活利便施設は主に鉄道駅周
辺や既成市街地にある

・急峻な地形により、土砂災害
の危険箇所が見られる

道路基盤の状況など

山麓部の細街路の状況

©©GoogleGoogle©©GoogleGoogle

③-3山麓部

東灘区の例
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③-3山麓部

山麓部（東部）
道路基盤の整備状況

山麓部（西部）
道路基盤の整備状況

５４５４５４５４
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③-3山麓部

山麓部（東部）
バス路線の状況

山麓部（西部）
バス路線の状況

道路基盤の状況からバスが
運行できない地域がある

道路基盤の状況からバスが
運行できない地域がある

道路基盤の状況から大型の路線
バスが運行できず、地域が主体と
なって交通事業者に小型バスで
の運行を依頼している路線がある

道路基盤の状況から大型の路線
バスが運行できず、地域が主体と
なって交通事業者に小型バスで
の運行を依頼している路線がある

５５５５５５５５
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山麓部における年齢階層別人口

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

0～4歳 20～24歳 40～44歳 60～64歳 80歳以上

山麓部（西部）

山麓部（東部）

③-3山麓部

●山麓部（東部）は40～44歳の年齢階層の人口が最も多く高齢化率も比較的低い
●山麓部（西部）は80歳以上の人口が最も多く、また次いで多い60～64歳の団塊

の世代が、今後、数年の間で65歳以上を迎えることとなる。

●山麓部（東部）は40～44歳の年齢階層の人口が最も多く高齢化率も比較的低い
●山麓部（西部）は80歳以上の人口が最も多く、また次いで多い60～64歳の団塊

の世代が、今後、数年の間で65歳以上を迎えることとなる。

人口の状況

高齢化率（H24）
山麓（西部）： 31％
山麓（東部）： 24％

65歳以上

（人）

５６５６５６５６
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③-3山麓部

●山麓部は鉄道、バスの分担率が比較的高い
●山麓部（東部）が西部より鉄道の分担率が高い
●勾配が急な地形であるが徒歩での移動も全市とほぼ同様の割合である

●山麓部は鉄道、バスの分担率が比較的高い
●山麓部（東部）が西部より鉄道の分担率が高い
●勾配が急な地形であるが徒歩での移動も全市とほぼ同様の割合である

山麓部での交通手段の利用状況

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）

山麓部の交通手段分担率

36%

25%

27%

8%

9%

5%

20%

21%

27%

4%

6%

3%

4%

7%

8%

28%

32%

29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

山麓部（東部）

山麓部（西部）

神戸市全体

鉄道

バス

自動車

二輪

自転車

徒歩
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③-3山麓部

●山麓部（東部）には大学や高校が多く立地しており、通学目的の割合が多くなっている
●山麓部（西部）は、概ね平均的な目的割合での移動が多い

●山麓部（東部）には大学や高校が多く立地しており、通学目的の割合が多くなっている
●山麓部（西部）は、概ね平均的な目的割合での移動が多い

山麓部における移動目的の割合

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）

山麓部における移動目的割合

14%

12%

14%

9%

15%

7%

25%

24%

29%

6%

7%

8%

45%

42%

41%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

山麓部（西部）

山麓部（東部）

神戸市全体

出勤

登校

自由

業務

帰宅
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◎自動車の利用や、坂を歩くことが困難な高齢者などが、日常
生活の移動に支障をきたしていることが懸念される

③-3山麓部

山麓部における課題

◎また、道路が狭くバス運行が困難な地域も見られる

◎路線バスよりきめの細かいバス運行を望む声がある

◎徒歩の分担率が比較的高い中で、より歩いて移動しやすい
歩行環境が求められる
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③-4田園地域
田園地域の位置

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

６０６０６０６０
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・市街化調整区域であり、主に
農業活動が行われている

・市域の約67％の面積を占める
中で、約8万人が暮らしている

・住宅は広く点在しており、商業
施設や病院などは、皆無である。

・生活利便施設は周辺のニュー
タウンに立地している

田園地域の状況

北区の田園集落の状況（主に山間部に形成）

©©GoogleGoogle

西区の田園集落の状況（主に平野部に形成）

©©GoogleGoogle

③-4田園地域
※ 主な居住地の位置

北区の田園地域の例
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③-4田園地域
居住地とバス路線の状況

●バス路線は幹線道路を運行して
いる。

●幹線道路以外の道路は、曲がり
くねったり、狭小な幅員のため、
大型バスの運行は難しい。

●農村集落の多くは、バス停まで
徒歩で移動するのが困難な位
置にある。

●バス路線は幹線道路を運行して
いる。

●幹線道路以外の道路は、曲がり
くねったり、狭小な幅員のため、
大型バスの運行は難しい。

●農村集落の多くは、バス停まで
徒歩で移動するのが困難な位
置にある。

※ 主な居住地の位置

６２６２６２６２



63

田園地域における年齢階層別人口

0
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4500

0～4歳 20～24歳 40～44歳 60～64歳 80歳以上

田園地域（北区）

田園地域（西区）

●60～64歳の団塊の世代が、今後、数年の内に65歳以上を迎えることとなる。●60～64歳の団塊の世代が、今後、数年の内に65歳以上を迎えることとなる。

人口の状況

③-4田園地域

高齢化率（H24）
田園（北） 26％
田園（西） 23％

65歳以上

（人）

H24.3末時点

６３６３６３６３
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国・県・市で運行補助を行って維持している路線バス

③-4田園地域

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

運行補助を行っている北神地域のバスの利用状況（実績；H22.10～H23.9）

平日

内神戸市内 便数／日

三木～淡河～三田 33.2 19.6 7往復 4.1

吉川庁舎前～淡河～三ノ宮駅 31.0 23.7 3往復 8.3

三木～御坂～淡河 13.7 2.1 2往復 3.2

三木～淡河～岡場駅前 27.3 15.7 3往復 2.1

三田～深谷～淡河 20.0 18.0 2往復 2.0

三田～大沢～岡場駅前 21.0 18.5 3往復 2.1

路　　線
平均乗
車密度

路線長（km）

６４６４６４６４



65

●自動車の分担率が特に高くなっており、自動車利用を基本とした生活スタイルに
なっていると考えられる。

●自動車の分担率が特に高くなっており、自動車利用を基本とした生活スタイルに
なっていると考えられる。

田園地域での交通手段の利用状況

③-4田園地域

平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）

田園地域における交通手段分担率

12%

11%

27%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

田園地域（西区）

田園地域（北区）

神戸市全体

鉄道
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自動車

二輪

自転車

徒歩
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◎集落が点在し、人口密度が低いことから、バスの利用が少
なく事業採算性が成り立っていない

③-4田園地域

田園地域における課題

◎路線バスの運行経路などから離れたような居住地に暮らす、
高齢者などの移動手段の確保が求められる

◎徒歩による移動を中心に生活するのは困難な地域であり、
高齢者の移動や子どもの通学などに家族の送迎が必要と
なっている

◎曲がりくねった幅員の狭い道路も多く、幹線道路以外での路
線バスの運行は難しい
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③-5既成市街地
既成市街地の位置

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

６７６７６７６７
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・住居・商業・業務が混在する
地域である。

・鉄道・バス網も比較的充実し
ており、駅の周辺や幹線道路
沿いに商業施設などが立地

・道路網も充実しているが、密
集市街地などで道路が狭い地
域も一部ある

・市域の中でも比較的平坦な地
形であり、そのような場所では
自転車も使いやすい

既成市街地（東灘～須磨）の概況

住居・商業・業務混在 住宅地の状況

©©GoogleGoogle©©GoogleGoogle

③-5既成市街地

三宮三宮

新長田新長田

住吉住吉
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既成市街地(東灘～須磨）における年齢階層別人口
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0～4歳 20～24歳 40～44歳 60～64歳 80歳以上

（人）

既成市街地
（東灘～須磨）

●35～44歳代の人口が最も多く、次いで60～64歳代の人口が多くなっている。今
後、数年の間に60～64歳の団塊の世代が65歳以上を迎えることとなる。

●35～44歳代の人口が最も多く、次いで60～64歳代の人口が多くなっている。今
後、数年の間に60～64歳の団塊の世代が65歳以上を迎えることとなる。

既成市街地（東灘～須磨）の人口の状況

高齢化（H24）
23％

③-5既成市街地

65歳以上

H24.3末時点
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③-5既成市街地
鉄道駅、バス停の配置状況

●既成市街地で駅から500m、バス停から300mを利用の目安として考えると、ほと

んどの範囲を鉄道かバスがカバーしているが、地形的要因や、道路基盤の状況
から一部外れているエリアも見られる

●既成市街地で駅から500m、バス停から300mを利用の目安として考えると、ほと

んどの範囲を鉄道かバスがカバーしているが、地形的要因や、道路基盤の状況
から一部外れているエリアも見られる

※バス停の位置は平成22
年度時点のもの

須磨須磨 神戸空港神戸空港

神戸空港神戸空港

新神戸新神戸

住吉住吉

三宮三宮

和田岬和田岬
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・臨海部の鉄道から北に広がる
エリアで、傾斜の急な地形で
団地開発が行われている

・商業施設などは、鉄道駅周辺
の他に、主に幹線道路沿いに
立地

・バスは南北方向の幹線道路を
運行し、通勤や通学の他、高
齢者の日常生活などで利用さ
れている

・古くから住宅地となっている地
域では、大型の路線バスが運
行するのに道路幅員が十分で
ないところもあり、自動車の利
用率も高い

既成市街地（垂水）の状況

傾斜地にある住宅団地 幹線道路沿いに立地する大型商業施設

©©GoogleGoogle©©GoogleGoogle

③-5既成市街地
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③-5既成市街地
鉄道駅、バス停の配置状況

●鉄道から離れた地域が多く、バスがカバーしているが、既成市街地で駅から
500m、バス停から300mを利用の目安として考えると、地形的要因や道路基盤

の状況から外れているエリアも見られる

●鉄道から離れた地域が多く、バスがカバーしているが、既成市街地で駅から
500m、バス停から300mを利用の目安として考えると、地形的要因や道路基盤

の状況から外れているエリアも見られる

※バス停の位置は平成22
年度時点のもの

垂水垂水
舞子舞子

須磨須磨

塩屋塩屋

学園都市学園都市
名谷名谷
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既成市街地（垂水）における年齢階層別人口

0
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12000

14000

16000

18000

0～4歳 20～24歳 40～44歳 60～64歳 80歳以上

（人）

既成市街地
（垂水）

●60～65歳の団塊の世代が、今後、数年の間に65歳以上を迎えることとなる。●60～65歳の団塊の世代が、今後、数年の間に65歳以上を迎えることとなる。

既成市街地（垂水）の人口の状況

高齢化（H24）
25％

③-5既成市街地

65歳以上

H24.3末時点
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③-5既成市街地

●東灘～須磨では公共交通が充実しており、東西に比較的平坦な地形であるため
鉄道や自転車の利用が比較的多い

●垂水では勾配の急な地形が多く、東灘～須磨のエリアと比較して自動車の分担
率が高く自転車の分担率が低い、またバスの分担率がやや高くなっている。

●東灘～須磨では公共交通が充実しており、東西に比較的平坦な地形であるため
鉄道や自転車の利用が比較的多い

●垂水では勾配の急な地形が多く、東灘～須磨のエリアと比較して自動車の分担
率が高く自転車の分担率が低い、またバスの分担率がやや高くなっている。

移動にあたっての交通手段の利用状況

平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）

既成市街地の交通手段分類

24%

34%

27%

6%

4%

5%

22%

16%

27%

5%

3%

3%

10%

10%

8%

33%

34%

29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

既成市街地（垂水）

既成市街地
（東灘～須磨）

神戸市全体

鉄道

バス

自動車

二輪

自転車

徒歩
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③-5既成市街地
自転車の通行量

●自転車通行量の多い道路は、ほとんど既成市街
地（東灘～須磨）に集中している。とりわけ東西方
向の通行量が多く見受けられる

●自転車通行量の多い道路は、ほとんど既成市街
地（東灘～須磨）に集中している。とりわけ東西方
向の通行量が多く見受けられる

７５７５７５７５
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駅までの交通手段の割合

●東灘～須磨は駅が密に分布しており、駅までの交通手段として徒歩の割合が
91％と高くなっている。

●垂水については、勾配が急な地形で駅までの距離が遠い地域も多いことから、
鉄道駅までの交通手段としてバスが32％と高くなっている

●東灘～須磨は駅が密に分布しており、駅までの交通手段として徒歩の割合が
91％と高くなっている。

●垂水については、勾配が急な地形で駅までの距離が遠い地域も多いことから、
鉄道駅までの交通手段としてバスが32％と高くなっている

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）より神戸市が独自集計（不明除く）

③-5既成市街地
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③-5既成市街地
移動距離と交通手段分担率の関係
（東灘～須磨）

●1～2km以内の短距離移動は主に徒歩、自転車が担うべきも

のであるが、自動車も一定の割合で利用されており、トリップ
数2km以内が多数を占めることから、相当数の短距離の自

動車利用が行われている

●1～2km以内の短距離移動は主に徒歩、自転車が担うべきも

のであるが、自動車も一定の割合で利用されており、トリップ
数2km以内が多数を占めることから、相当数の短距離の自

動車利用が行われている※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報値）
より神戸市が独自集計（不明除く）
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距離と交通手段分担率の関係（垂水）
●1～2km以内の短距離移動は主に徒歩、自転車が担うべき

ものであるが、自動車も一定の割合で利用されており、ト
リップ数2km以内が多数を占めることから、相当数の短距離

の自動車利用が行われている
●また、概ね1～7kmの距離帯でバスの分担率が比較的高い

●1～2km以内の短距離移動は主に徒歩、自転車が担うべき

ものであるが、自動車も一定の割合で利用されており、ト
リップ数2km以内が多数を占めることから、相当数の短距離

の自動車利用が行われている
●また、概ね1～7kmの距離帯でバスの分担率が比較的高い

※平成22年度近畿圏パーソントリップ調査（速報
値）より神戸市が独自集計（不明除く）
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◎公共交通網が充実しているが、短距離での自動車利用が多くなっている

③-5既成市街地

既成市街地における課題

◎鉄道やバスなどの公共交通網も比較的充実しているが、勾配が急なところ
や、家屋が密集している場所では道路が狭く、路線バスが運行できないと
ころがある

◎自転車の通行量は、既成市街地の東西方向の道路で多く、走行環境の向
上が求められる

◎垂水では、自動車を使うことや、歩くことが困難な高齢者などが、日常生活
の移動に支障をきたしていることが懸念される

◎歩いて暮らしやすいまちの基盤がある中で、より歩きやすい段差解消など
による質の向上など、健康に歩いて暮らしやすい歩行環境が求められる
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③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）
観光地（六甲・摩耶・有馬）の位置

西神中央西神中央

押部谷押部谷

岡場岡場

有馬温泉有馬温泉

垂水垂水

明石明石

和田岬和田岬

新神戸新神戸

谷上谷上

鈴蘭台鈴蘭台

神戸空港神戸空港

８０８０８０８０
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観光地（六甲・摩耶山）の状況

観光施設の周辺

ケーブルカーの駅

©©GoogleGoogle

③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）

©©GoogleGoogle

●六甲･摩耶山は瀬戸内海国立公園に指定されており、自然保護のため、新たな開発は制限されている
●瀬戸内海に面する神戸の既成市街地のすぐ北に位置し、距離も近い
●山上には、保養所や展望施設など、レジャー施設や公園がある

●六甲･摩耶山は瀬戸内海国立公園に指定されており、自然保護のため、新たな開発は制限されている
●瀬戸内海に面する神戸の既成市街地のすぐ北に位置し、距離も近い
●山上には、保養所や展望施設など、レジャー施設や公園がある



82

③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）

【運賃】
大人片道570円
子ども片道290円

公共交通の状況

【運賃】
大人片道860円
子ども片道430円

【運賃】
大人片道980円
子ども片道490円

●山上までのアクセス、および山上での回
遊について、乗継が多く、移動に時間が
かかる状況である

●山上では、バス運行がされていない区
間がある

●また、六甲･摩耶山上への北側からのア
クセス公共交通は、六甲･有馬ロープ
ウェーのみである

●山上までのアクセス、および山上での回
遊について、乗継が多く、移動に時間が
かかる状況である

●山上では、バス運行がされていない区
間がある

●また、六甲･摩耶山上への北側からのア
クセス公共交通は、六甲･有馬ロープ
ウェーのみである
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③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）
道路網などの整備状況

●道路網としては、東西南北四
方からのアクセスが可能な２車
線道路が整備されている

●六甲・摩耶山上では、施設など
が保有する駐車場など合わせ
て約3,400台以上ある

●道路網としては、東西南北四
方からのアクセスが可能な２車
線道路が整備されている

●六甲・摩耶山上では、施設など
が保有する駐車場など合わせ
て約3,400台以上ある
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③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）
歩行環境

●歩道が連続して整備されていない区間がある
●山上の東西道路は比較的自動車も多く（1,780台/12時間）、歩道の無い区間は歩行者にとって危

険と考えられる
●ハイキングコースとして、市内では、六甲山系を中心に主要66コース･220kmが整備されている

（山麓～山上まで、概ね約１時間～数時間）

●歩道が連続して整備されていない区間がある
●山上の東西道路は比較的自動車も多く（1,780台/12時間）、歩道の無い区間は歩行者にとって危

険と考えられる
●ハイキングコースとして、市内では、六甲山系を中心に主要66コース･220kmが整備されている

（山麓～山上まで、概ね約１時間～数時間）

歩道が整備されていない区間

©©GoogleGoogle
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③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）
観光入込客数の経年変化とアクセス手段

●六甲･摩耶への観光入り込み客数は、阪神・淡路大震災以降、大幅に減少したままである
●訪問客の半数は自動車により訪問している

●六甲･摩耶への観光入り込み客数は、阪神・淡路大震災以降、大幅に減少したままである
●訪問客の半数は自動車により訪問している

六甲･摩耶へのアクセス手段
（神戸市内での主な移動手段）

自動車 ：48％
ケーブル･ロープ ：32％
徒歩、自転車 ： 9％

H23神戸市観光動向調査より

六甲・摩耶・有馬　観光入込客数
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③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）
観光地（有馬）の状況

●日本三古泉のひとつとして広く知られ、史跡・景勝・アミューズメントなどの観光スポットも多い
●三宮や大阪から近く、30～60分程度でアクセスできる距離にある
●入込客数は年間約133万人であり、そのうち約63％は神戸に宿泊している。また、近畿圏以外からの

訪問が20％程度を占める （H22神戸市観光入込客数調査、H23神戸市観光動向調査）

●温泉街の外周道路は幅員が狭く、一部拡幅を進めている

●日本三古泉のひとつとして広く知られ、史跡・景勝・アミューズメントなどの観光スポットも多い
●三宮や大阪から近く、30～60分程度でアクセスできる距離にある
●入込客数は年間約133万人であり、そのうち約63％は神戸に宿泊している。また、近畿圏以外からの

訪問が20％程度を占める （H22神戸市観光入込客数調査、H23神戸市観光動向調査）

●温泉街の外周道路は幅員が狭く、一部拡幅を進めている

有馬温泉の街並み

©©GoogleGoogle
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◎所要時間や料金など、公共交通によるアクセス性・回遊性を
向上する必要がある

③-6観光地（六甲・摩耶・有馬）

観光地（六甲・摩耶山）における課題

◎山上での公共交通利用を促進し、また、来訪機会の創出にも
繋がるよう、他の観光地にも見られるような楽しい交通手段
の導入が求められる

◎六甲・摩耶山と有馬や他の観光地との連携による、滞在型観
光の更なる促進に向けた交通環境づくりが必要である

◎山上での歩きやすい歩行環境が求められる

◎周遊ルートや交通手段の認知度が十分でなく、わかりやすい
案内の充実が必要である


